
■パートナーシップを進めるための大まかな課題整理（ラベルワークの結果より） 

 

 
 

中標津町の自然や暮らし 

自然環境＋産業（農業＋商業）＋市街地 
 
 

主に町民の課題 

行政のシステムの課題 

・ 参画・提言など住民の巻き

込む仕組みづくり 

・ 一町民でも意見を述べら

れる 

・ 計画策定への参加 

・ アイディアの実現化 

・ 町民の窓口の必要性 

・ 質問への回答 

・ 役場→町民、企業、ＮＰＯ

の間の手続きを簡単に 

・ 批判を受け入れる体制づ

くり 

・ バランスシートの導入 

・ 総合案内所の設置 

・ 町民支援の体制づくり 

・ 関連組織との意思統一 

・ 配置を分かりやすく 
・ 町民との活動を増やす 
・ 黒塗り公用車の廃止 

・ 昼食の取り方 

・ 表玄関の活用 

・ 方法の具体化の話し合い 

 

主に役場の課題 

職員の意識改革・人材育成 

・ 相互理解 
・ コミュニケーション 
・ 親しみのある役場 
・ エキスパートづくり 
・ まちづくりの専門家 
・ サービス意識 

対等な関係を築ける場づくり 

・ 発展した町民会議のあり方 

提言・詰問機関として 

・ 意見交換の場 

・ 町と町民との話し合いを多く 

・ 出前講座の活用 

・ 接点を持つ進め方の検討 

・ 町が町民に相談するのか？ 

・ 説明会の実施 

情報について 

① 発信の整理 

② 公開 

③ 共有 

・ 入手のシステムづくり 

・ 周知の手段 

・ スピード化、正確さ 

・ 経緯がわからない 

・ 町の問題点を分かりやすく 

・ ２階の印刷室の利用 

・ 広報誌について 

・ 予算や納税額の公開 

町民の自主性・人材育成 

・ 奉仕の心や人づくり 

・ 高齢者の人材 

・ 自主的な参加を保障 

・ 人材を集める 

・ 個人個人は人ごと 

目的の共有―個別課題の対応へ 

・ 共催や後援の仕組み 
・ 個別課題の検討会議の設置 
・ 協働の必要性をその都度検討

する 

実行性・自発性の必要性 

・ 自発的に取り組むこと 

・ 具体的に実行すること 

・ ボランティアの活性化 

・ 何をすべきか考える 

・ リーダーがいない 

相互理解のための課題 

ボランティアや 

ＮＰＯ活動 

・ 複数のＮＰＯ

活動の必要性 

・ 支援 

地域内の交流 

・ 相互の情報提供 

・ 郡部との交流や情報交換 

・ 地域コミュニティ 

・ 個人主義の打開 

・ 顔の見える町 

つなぐもの 

企業 

・ 祭りの共催 

・ 話し合いによ

る共有 

・ ＰＦＩの推進 

町内会 

・ 行政への積極

的参加 

・ 収納率向上活

動 

関連団体など 

・ 社協 

・ 農業関係（基

幹産業） 


